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令和６年第２回伊是名村議会定例会は、６月12日(水）～ 13日(木）までの２日間で開催された。
本定例会に提案された議案は14件です。一般質問には３名の議員が登壇し村政について質問した。結果は
次の通りです。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第31号 令和６年度伊是名村一般会計補正予算
（第１号）

5,471千円を減額し、総額を歳入歳出それぞ
れ3,759,921千円とする 原案可決

議案第32号 令和６年度伊是名村国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

2,637千円を追加し、総額を歳入歳出それぞ
れ255,019千円とする 原案可決

議案第33号 令和６年度伊是名村港湾整備事業特別
会計補正予算（第1号）

1,644千円を追加し、総額を歳入歳出それぞ
れ11,471千円とする 原案可決

議案第34号 工事請負契約の変更について

工事請負契約金額の変更
「内花区地域活動拠点活性化施設新築工事」
元契約に対する変更増額：13,120,800円
変更契約金額：198,910,800円

（株）東開発

原案可決

議案第35号
工事請負契約の変更について

「内花区地域活動拠点活性化施設機械設
備工事」

工事請負契約金額の変更
「内花区地域活動拠点活性化施設機械設備工事」
元契約に対する変更増額：4,881,800円
変更契約金額：73,081,800円

（株）松電

原案可決

議案第36号
工事請負契約の変更について

「伊是名東部地区68号農道橋更新整備
工事」

目的：伊是名東部地区68号農道橋更新整備工事
契約の方法：指名競争入札
契約金額：69,300,000円
相手方：株式会社 高宝建設

原案可決

議案第37号 伊是名村土地開発基金条例を廃止する条
例

行政運営においては、公共用地の先行取得を
とる必要がなく、平成25年を最後に活用して
いない。よって、土地開発基金条例の意義が低
下していることから、同基金は廃止するため。

原案可決

議案第38号 伊是名村母子及び父子家庭等医療費助成
に関する条例の一部を改正する条例

沖縄県母子及び父子家庭等医療費助成事業実
施要綱の改正に伴い、助成対象者に養育者本
人が追加されたことから、伊是名村母子及び
父子家庭等医療費助成に関する条例の一部を
改正する必要があるため。

原案可決

議案第39号 伊是名村定住促進住宅条例の一部を改正
する条例

定住促進住宅勢理客1号棟の建築工事完成に
伴い、伊是名村定住促進住宅条例に施設の名
称及び位置を定める必要があるため。

原案可決

議案第40号 指定管理者の指定について

定住促進住宅勢理客1号棟の管理運営を行わ
せる指定管理者の指定について、地方自治法
第244条の2第6項の規定により議会の議決
を必要とするため。

原案可決

議案第41号 沖縄県後期高齢者医療広域連合規約の変
更について

「行政手続きにおける特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律等の一部
を改正する法律」（令和5年法律第48号。以
下「改正法」という。）附則第1条第2号に掲げ
る規程の施行期日が令和6年12月2日と定
められ、現行の被保険者証は同日以降、発行
されなくなることに伴い、沖縄県後期高齢者
医療広域連合規約を変更する必要がある。
沖縄県後期高齢者医療広域連合会の規約の
変更については地方自治法第291条の3第
1項により関係地方公共団体が協議で定める
こととされており、当該協議は同法第291条
の11の規定により、関係地方公共団体の議
会の議決を経る必要があるため。

原案可決

第２回伊是名村議会定例会 結果一覧令和６年
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議案第42号 和解及び損害賠償額について

事務の遅延による和解及び損害賠償の額を
定めることについては、地方自治法第96条
第1項第12号及び第13号の規定により議会
の議決を必要とするため。

原案可決

議案第43号
工事請負契約について

「伊是名村役場旧庁舎等解体撤去工事
（R6)」

伊是名村役場旧庁舎等解体撤去工事（R6)の
請負契約の締結については、伊是名村議会の
議決に付すべき契約及び財産の取得又は処
分に関する条例（昭和47年条例第31号）第
2条の規定により議会の議決を必要とする
ため。

原案可決

議案第44号
工事請負契約について

「伊是名村ごみ処理施設基幹施設整備工
事」

伊是名村ごみ処理施設基幹施設整備工事の
請負契約の締結については、伊是名村議会の
議決に付すべき契約及び財産の取得又は処
分に関する条例（昭和47年条例第31号）第
2条の規定により議会の議決を必要とする
ため。

原案可決

報告第１号
令和5年度伊是名村一般会計繰越明許費
繰越計算書の報告について

令和5年度伊是名村一般会計における14事
業の繰越要因とその計算書の報告 報　　告

報告第２号
専決処分の報告について

（損害賠償の額を定めることについて）
車両事故に係る損害賠償の額を定める専決
処分 報　　告

報告第３号
専決処分の報告について
定住促進住宅(勢理客地区)1号棟建築工
事(R5)

定住促進住宅(勢理客地区)1号棟建築工事契
約金額変更についての専決処分 報　　告

承認第１号
専決処分の承認を求めることについて

（伊是名村税条例）
伊是名村税条例の一部を改正する条例の専
決処分 承　　認

　７月18日（木）金武町において、160名余
の議員及び事務局職員が参加し令和６年度北
部市町村議会議員・事務局職員研修会及びス
ポーツ・レク大会が開催されました。研修会
は金武町中央公民館大ホールで行われ『やん
ばるの‘変化の起点’を目指す「JUNGULIA　
OKINAWA」について』と題しての講演があり
令和６年度開園予定のテーマパークジャング
リアの概要、北部市町村との関わり等につい
て、株式会社ジャパンエンターテイメント取締
役佐藤大介氏から説明がありました。研修後
は、場所を金武町屋内運動場に移しグラウンド
ゴルフ、そして終了後には町内視察を行いまし
た。基地のある金武町の異国の雰囲気を漂わせ
る町並みが印象に残りました。
  最後には交流会が金武町中央公民館大ホール
で行われ、各市町村の地酒や地元料理を食しな
がら、今帰仁村、伊是名村、宜野座村、東村が演
じた余興も大盛況で有意義な交流会となりま
した。

北部市町村議会議員・事務局職員研修会
及びスポーツ・レク大会

研修会の様子

伊是名小唄を披露

女子18位女子２位 男子18位
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6日（木）　◦村営塾「尚円チャレンジ塾・まちがに
塾」開講式（議長）

　　　　　　 伊是名村産業支援センター
9日（日）　◦第12回 伊是名漁協ハーリー大会　

伊是名ビーチ

10日（月）　◦議会運営委員会
12日（水）　◦第２回定例会（～13日(木)）
23日（日）　◦令和6年度 第55回伊是名村戦没者

慰霊祭　伊是名村「慰霊塔」
26日（水）　◦令和6年度（第72回）通常総会（伊是

名漁業協同組合）（議長）
　　　　　　 伊是名村産業支援センター

1日（月）　◦南大東村行政視察（～３日(水)）
5日（金）　◦第73回北部地区「社会を明るくする

運動」伊是名村出発式
　　　　　　 伊是名村役場 庁舎前

8日（月）　◦伊是名村青少年育成支援チャリ
ティーゴルフ大会（議員５名参加）

　　　　　　 沖縄カントリークラブ

■ 令和６年６月

■ 令和６年７月

議会の動き

11日（木）　◦令和６年度伊是名村教育懇談会（議
長）　伊是名村産業支援センター

18日（木）　◦令和６年度北部市町村議会議員・事
務局職員研修会及びスポーツ ･ レク
大会

24日（水）　◦令和６年度北部地区市町村議会議
長会県外視察研修（福井県）（～26日
(金)） （議長・局長）

26日（金）　◦今帰仁村役場 新庁舎 落成式
　　　　　　 （総務常任委員長）
27日（土）　◦2024 年度 夏期巡回 ラジオ体操・

みんなの体操会
　　　　　　◦伊平屋･伊是名架橋総決起大会

8日（木）　◦北部地区町村議会議長会第２回理事
会・定期総会（～９日(金)）（議長・局
長）　伊江村

10日（土）　◦第25回いぜな尚円王まつり（～11
日(日)）

21日（水）　◦町村議会正副議長・正副委員長研修会
　　　　　　 ちゃたんニライセンター
27日（火）　◦北部広域市町村圏事務組合と公立大

学法人名桜大学との懇談会及び懇親
会（議長）　公立大学法人名桜大学

31日（土）　◦令和６年度沖縄県消防協会北部地区
支会体力錬成訓練（議長）　伊是名村

■ 令和６年８月

村議会議員のみんなでハーリー大会に参加

記念撮影

「社会を明るくする運動」伊是名村出発式

各テーマに沿って、グループ協議

架橋の早期実現に向けた「ガンバロウ」

4伊是名村議会だより
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Q1 農道整備について

Q2 観光案内板、案内図、案内標識
　　　について

上
う え

原
は ら

　長
ちょうりょう

良 議員

マ
ッ
プ
な
ど
、
携
帯
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
、
他
の
市

町
村
に
も
劣
ら
な
い
素
晴
ら
し
い

情
報
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
に
も
、
観
光
案
内
標
識
等

の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
て
は
ど
う

か
伺
い
ま
す
。

末
吉
長
吉
商
工
観
光
課
長

令
和
７
年
度
に
向
け
て
、北

部
地
域
全
市
町
村
を
網
羅
し
た
観

光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
も
目
指
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

案
内
板
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
添
付

し
た
り
、
電
子
マ
ッ
プ
と
併
用
す

る
こ
と
で
、
観
光
に
や
さ
し
い
伊

是
名
村
が
構
築
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

上
原
長
良
議
員

今
回
通
告
を
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
仲
田
港
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
あ
る
看
板
に「
ハ
ブ
の
い

な
い
伊
是
名
へ
歓
迎
」
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
変
え
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
村
民
か
ら
あ

り
ま
し
た
。

奥
間　

守
村
長

フ
ェ
リ
ー
か
ら
も
す
ぐ
見

え
て
、
様
々
な
考
え
が
あ
る
よ
う

で
す
。
次
の
看
板
建
て
替
え
時
期

に
検
討
し
ま
す
。

上
原
長
良
議
員

路
盤
工
事
を
や
る
に
あ
た

り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
で
の
整

備
は
可
能
か
伺
い
ま
す
。

神
田
宗
秀
農
林
水
産
課
長

補
助
事
業
の
導
入
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

上
原
長
良
議
員

村
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

観
光
案
内
板
や
、
案
内
標
識
が
経

年
劣
化
に
よ
る
損
耗
で
案
内
図

と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
て
お
ら

ず
、
景
観
を
悪
く
し
て
い
る
状
況

で
す
。
改
修
は
可
能
か
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

速
や
か
に
取
り
組
み
、時
代

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
観
光
案
内
情

報
の
発
信
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検

討
し
ま
す
。

上
原
長
良
議
員

伊
是
名
村
の
観
光
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
、
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
、
民
宿

認
し
て
お
り
、
緊
急
対
策
と
し
て
、

雑
草
の
除
去
や
素
掘
り
を
行
い
対

応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
排
水
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
沈
砂
池
の
越
水
対
策
も
含

め
、
補
助
事
業
等
を
活
用
し
た
整

備
が
で
き
な
い
か
検
討
し
ま
す
。

上
原
長
良
議
員

大
雨
が
降
っ
た
時
に
、村
内

で
そ
う
い
っ
た
水
害
を
も
た
ら
し

そ
う
な
箇
所
は
他
に
も
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

神
田
宗
秀
農
林
水
産
課
長

私
の
方
で
は
把
握
し
て
な

く
て
、
こ
の
越
水
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
何
か
対
策
が
で
き
な
い

か
、
こ
れ
は
早
急
に
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

農
道
糸
数
原
６
号
、
７
号
線
の
路

盤
の
整
備
に
つ
い
て

上
原
長
良
議
員

路
盤
の
状
態
が
非
常
に
劣

悪
で
、
農
業
用
車
両
や
一
般
車
両

の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま

す
。
路
盤
工
事
等
の
整
備
が
可
能

か
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

当
面
の
対
策
と
し
て
、浚
渫

ビ
ー
チ
コ
ー
ラ
ル
を
活
用
し
、
路

盤
補
修
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

農
道
糸
数
原
６
号
線
の
道
路
上
部

に
あ
る
沈
砂
池
か
ら
の
越
水
対
策

に
つ
い
て
。

上
原
長
良
議
員

大
雨
時
に
、沈
砂
池（
溜
池
）

か
ら
溢
れ
た
水
が
キ
ビ
圃
場
に
流

れ
込
み
、
作
物
に
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。
沈
砂
池
法
面
下
に

排
水
溝
の
整
備
は
可
能
か
を
伺
い

ま
す
。

奥
間　

守
村
長

答
弁
の
前
に
、被
害
に
遭
わ

れ
て
い
る
農
家
の
方
々
に
、
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
状
、
雑
草
や
土
砂
の
堆
積
に

よ
り
排
水
不
良
が
あ
る
こ
と
を
確

Q1

Q2

Q Q

Q

Q

Q

A

A

AA

A A

A
農道糸数原 6 号線

劣化がみられる観光案内板
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Q 村道上仲田線道路改良整備
事業について

損
ね
て
い
ま
す
の
で
、
本
年
度
の

工
事
発
注
に
合
わ
せ
て
環
境
に
配

慮
し
た
整
備
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。伊

礼
正
徳
議
員

こ
こ
も
今
年
度
に
整
備
す

る
と
確
認
し
ま
し
た
が
、
ど
の
よ

う
な
整
備
、
利
用
計
画
を
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

濱
里　

篤
建
設
環
境
課
長

段
差
を
解
消
し
て
、で
き
る

も
の
な
ら
花
壇
を
利
用
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

花
園
が
一
番
適
し
て
い
る

と
私
も
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
場

合
は
是
非
、
花
園
に
適
し
た
表
土

に
入
れ
替
え
る
と
い
う
形
を
取
っ

て
ほ
し
い
。
景
観
を
損
な
わ
な
い

整
備
を
願
い
ま
す
。

て
行
き
た
い
。

伊
礼
正
徳
議
員

こ
の
部
分
は
村
で
勾
配
等

や
り
直
し
整
備
す
る
と
い
う
こ
と

で
の
理
解
で
宜
し
い
で
す
か
。

濱
里　

篤
建
設
環
境
課
長

本
年
度
で
上
仲
田
線
工
事

完
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
年
度

の
工
事
発
注
段
階
で
再
度
工
事
を

や
り
直
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

起
点
側
は
県
道
１
７
８
号

線
と
取
り
付
け
と
な
り
、
交
通
見

通
し
改
善
の
た
め
旧
道
幅
員
分
法

線
を
東
側
に
変
更
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
西
側
に
は
旧
歩

道
と
旧
道
が
地
肌
の
ま
ま
残
地
と

な
り
、
新
道
路
の
景
観
を
損
な
っ

て
い
る
。
有
効
利
用
計
画
は
考
え

て
い
る
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

当
該
部
分
は
道
路
景
観
を

ま
だ
改
良
す
る
段
階
で
は
な
い
と

の
こ
と
で
残
っ
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

一
級
二
級
路
線
は
集
落
区

間
を
結
ぶ
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

重
要
な
生
活
道
で
あ
る
。
残
る
路

面
は
簡
昜
舗
装
が
多
く
路
面
や
排

水
な
ど
劣
化
が
著
し
い
状
況
で
あ

る
。
引
き
続
き
残
り
部
分
を
補
助

対
象
と
し
て
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
取
り

組
み
し
て
ほ
し
い
が
、
見
通
し
見

解
を
伺
い
ま
す
。　

濱
里　

篤
建
設
環
境
課
長

こ
の
路
面
の
張
り
替
え
や

舗
装
の
打
ち
替
え
、
そ
れ
が
で
き

る
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
と
確
認
し
て

い
ま
す
の
で
、そ
の
計
画
を
作
っ
て

事
業
採
択
に
向
け
て
事
業
を
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

起
点
側
舗
装
完
了
区
間
に

雨
天
時
に
水
溜
ま
り
が
目
立
つ
カ

所
が
あ
る
。
そ
の
原
因
と
今
後
の

対
処
を
伺
い
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

施
工
中
の
転
圧
不
足
や
沈

下
部
分
に
流
水
が
あ
り
、
そ
の
水

と
道
路
下
の
砂
が
道
路
外
に
漏
れ

て
沈
下
す
る
場
合
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
本
年
度
工
事
で
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
を
剥
が
し
て
調
査
し
対
処
し

伊
礼
正
徳
議
員

村
道
上
仲
田
線
道
路
改
良

工
事
は
着
手
か
ら
五
年
経
過
し
て

い
る
が
全
線
完
了
予
定
を
伺
い
ま

す
。

奥
間　

守
村
長

道
路
台
帳
上
は
６
５
１
㍍

で
す
が
４
１
０
㍍
で
採
択
さ
れ
て

お
り
、
本
年
度
で
完
了
す
る
予
定

で
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

４
１
０
㍍
は
起
点
か
ら
浄

水
場
付
近
ま
で
と
な
る
が
、
こ
の

路
線
は
採
択
時
点
か
ら
約
２
４
１

㍍
は
残
し
て
採
択
に
望
ん
だ
の
か
、

終
点
ま
で
望
ん
だ
の
だ
が
途
中
変

更
に
な
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

濱
里　

篤
建
設
環
境
課
長

当
初
の
計
画
段
階
で
は
、全

線
の
改
良
で
望
ん
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
。
県
か
ら
現
場
踏
査
を
行
っ

た
段
階
で
、
残
る
路
面
に
つ
い
て
、

伊
い

礼
れ い

　正
しょうとく

徳 議員

村道上仲田線終点側未改良区間

水溜状況

起点側残地状況

Q Q

QQ

QQ

Q Q

A

A

AA

A

A

A
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①
村
営
塾
の
４
月
開
始
は
出
来
な

い
か
。

②
前
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
保

護
者
に
も
行
っ
た
の
か
。

③
前
年
度
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
小

学
生
、
中
学
生
に
分
け
て
の
結
果

な
の
か
。照

屋　

巧
教
育
長

①
次
年
度
以
降
の
村
営
塾

の
開
講
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
中
学
校
の
年
度
は
じ
め
の
児
童

生
徒
の
状
況
や
教
育
活
動
、
並
び

に
学
校
内
外
行
事
へ
の
対
応
、
取

り
組
み
状
況
な
ど
を
鑑
み
、
も
う

少
し
早
く
開
講
で
き
る
か
ど
う
か

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

②
早
期
に
全
保
護
者
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

③
今
後
は
小
学
生
も
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

宜
野
座
村
も
同
じ
業
者
に

て
公
営
塾
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

宜
野
座
村
は
４
月
か
ら
塾
を
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
本
村
も

早
い
段
階
で
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

が
多
く
存
在
し
ま
す
。
当
該
施
設

の
修
繕
及
び
水
道
施
設
の
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
他
の
拝
所
と
の

兼
ね
合
い
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

私
は
、
ノ
ロ
殿
内
は
歴
史

上
、価
値
の
高
い
も
の
、考
古
資
料

及
び
学
術
上
価
値
の
高
い
歴
史
資

料
で
、信
仰
、年
中
行
事
等
に
関
す

る
風
俗
、習
慣
、民
俗
芸
能
及
び
村

民
の
生
活
の
推
移
の
理
解
の
た
め
、

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
。
３
月
議
会
で
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
も
の
を
利
用
し
て
予

算
の
確
保
等
が
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
、次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

も
の
と
私
は
考
え
ま
す
。
教
育
長
、

村
長
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

近
年
の
村
営
塾
の
開
始
月

は
６
月
で
す
。
私
は
４
月
か
ら
開

始
す
る
こ
と
で
、
児
童
・
生
徒
の

学
力
サ
ポ
ー
ト
、
中
学
３
年
生
の

受
験
サ
ポ
ー
ト
に
繋
が
る
と
考
え

ま
す
。

確
保
に
お
い
て
も
難
し
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
睡
連
に
つ

い
て
自
然
水
域
へ
は
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
利
用
上
の
注
意
事
項
と
し

て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
導
入

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
、事
業
目
的
で

あ
る
憩
い
の
場
の
確
保
と
し
て
、

親
水
公
園
の
環
境
整
備
は
意
義
あ

る
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後

は
管
理
面
で
手
間
の
少
な
い
花
の

咲
く
樹
木
等
の
植
栽
を
視
野
に
入

れ
、検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

伊
是
名
集
落
に
あ
り
ま
す
、

ノ
ロ
殿
内
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥

離
、扉
や
床
の
劣
化
、水
道
設
備
の

設
置
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

神
屋
が
あ
る
土
地
に
つ
い

て
は
、
村
有
地
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
神
屋
に
つ
い
て
は
登
記
が

な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
固
定
資
産
台

帳
や
土
地
台
帳
等
に
も
記
載
さ
れ

て
な
い
た
め
、
所
有
者
が
特
定
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
伊
是

名
ノ
ロ
殿
内
は
、
拝
所
と
し
て
島

内
外
か
ら
祈
願
者
や
参
拝
者
が
訪

れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

村
内
に
は
他
に
も
数
々
の
拝
所
が

あ
り
、
村
の
管
理
下
に
な
い
拝
所

髙
良
真
伊
議
員

各
字
公
民
館
の
電
球
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
に
交
換
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

奥
間　

守
村
長

各
字
区
長
か
ら
も
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
相
談
が
あ
り
、区

の
電
気
料
等
の
削
減
対
策
と
負
担

軽
減
の
観
点
か
ら
も
優
先
的
に
整

備
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
多
額
の
費
用
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
該
当
す
る
補
助
事

業
が
な
い
か
、模
索
し
て
い
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

教
員
住
宅
の
外
壁
塗
装
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

照
屋　

巧
教
育
長

費
用
も
高
額
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
活
用
で

き
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
有
無
も
含

め
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

髙
良
真
伊
議
員

中
学
校
南
側
、通
称
親
水
公

園
の
斜
面
に
あ
じ
さ
い
等
、
池
に

睡
連
な
ど
を
植
え
て
、村
民
、観
光

客
の
楽
し
み
に
変
え
て
は
ど
う
か
。

奥
間　

守
村
長

年
に
数
回
、
草
刈
り
作
業

や
樹
木
剪
定
作
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
維
持
管
理
の
面
で
と
て

も
手
間
が
か
か
り
、
管
理
人
材
の

髙
た か

良
ら

　真
さ な い

伊 議員

Q1Q2

Q

A

A

A

A

Q1 公民館の照明をLEDに
Q2 教員住宅の外壁塗装
Q3 通称親水公園に花を
Q4 ノロ殿内の修繕を
Q5 村営塾について

Q3A

Q4

Q5

Q
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い
る
。

　

漁
業
で
は
マ
グ
ロ
類
、
さ
わ
ら

類
が
主
な
漁
獲
高
を
占
め
特
産
品

の
開
発
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
商
工
飲
食
店
が
20
軒
余
り

立
ち
並
び
賑
や
か
な
島
の
観
光
産

業
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

村
民
高
所
得
は
各
種
産
業
の
就

業
率
が
最
も
高
い
要
因
と
の
説
明

で
あ
る
。

　

島
の
人
口
推
移
は
過
去
20
年
極

端
に
減
少
し
て
い
な
い
、
人
口
歯

止
め
策
も
各
種
産
業
の
発
展
が
大

き
な
要
因
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た

視
察
で
し
た
。

　

沖
縄
本
島
か
ら
東
へ
３
６
０
キ

ロ
離
れ
た
太
平
洋
上
に
位
置
す
る

南
大
東
島
は
、火
山
と
サ
ン
ゴ
か
ら

な
る
周
囲
約
20
キ
ロ
の
島
で
す
。

　

今
回
の
研
修
で
特
に
印
象
深

か
っ
た
の
は
農
漁
業
に
関
す
る
事

で
し
た
。
農
業
に
お
い
て
は
、サ
ト

ウ
キ
ビ
収
穫
高
の
平
均
が
約
10
万

ト
ン
も
あ
り
、
県
内
で
の
所
得
水

の
皆
様
に
は
研
修
会
、
視
察
案
内

と
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
・
感

激
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
と
て
も
充

実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
拓
者
を
先
頭
に
、
沖
縄
各
地

か
ら
移
住
し
た
人
々
が
島
の
歴

史
と
発
展
を
築
い
た
南
大
東
島
、

１
２
４
年
に
な
る
。
伊
是
名
村
出

身
者
は
県
内
37
市
町
村
か
ら
移
住

者
が
多
い
順
位
５
番
目
で
あ
る
。

現
在
約
25
世
帯
の
二
世
三
世
が
活

躍
し
て
い
る
。

　

今
回
、
農
水
産
業
、
特
産
品
開

発
、少
子
化
対
策
、廃
棄
物
処
理
等

を
類
似
村
と
し
て
調
査
し
た
。
村

民
所
得
は
毎
年
上
位
を
示
し
て
い

る
。
特
に
島
内
キ
ビ
作
農
地
は
桁

違
い
の
規
模
、
平
均
１
３
０
０
㌶

の
収
穫
面
積
。
キ
ビ
作
農
家
戸
数

約
２
６
０
戸
、
一
戸
当
た
り
平
均

７
〜
８
㌶
生
産
面
積
所
有
。
村
の

キ
ビ
生
産
高
は
10
万
㌧
平
均
で
あ

る
。
他
パ
パ
イ
ヤ
、か
ぼ
ち
ゃ
を
島

外
出
荷
野
菜
と
し
て
生
産
さ
れ
て

　

開
拓
か
ら
１
２
４
年
村
制
施
行

78
年
を
迎
え
る
南
大
東
村
。「
糖
業

の
復
興
」「
自
ら
血
と
汗
で
拓
い
た

農
地
の
所
有
権
奪
還
」「
サ
ト
ウ
キ

ビ
大
型
機
械
化
一
環
作
業
体
系
の

確
立
」
社
会
資
本
整
備
、
教
育
、
福

祉
の
向
上
、漁
業
振
興
等
、こ
れ
ま

で
に
取
り
組
ん
で
き
た
離
島
苦
の

解
消
に
向
け
て
の
概
要
を
新
垣
利

治
村
長
自
ら
説
明
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

製
糖
工
場
の
煙
突
に
記
さ
れ
た

「
さ
と
う
き
び
は
島
を
守
り
、
島
は

国
土
を
守
る
」の
文
句
は
、正
に
南

大
東
村
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
忙
し
い
中
、村
内
視
察
に
同
行

し
た
儀
間
副
議
長
に
お
い
て
は
、さ

と
う
き
び
生
産
、か
ぼ
ち
ゃ
の
栽
培

そ
し
て
自
ら
栽
培
し
た
か
ぼ
ち
ゃ

を
原
料
と
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
餡
入
り

の
饅
頭
を
製
造
し
、
特
産
品
と
し

て
販
売
す
る
等
、
非
常
に
や
り
手

の
農
家
さ
ん
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
議
長
を
は
じ
め
各
議
員

南大東村視察研修報告
７月１日（月）〜３日（水）

日の丸山展望台からの眺め南大東漁港 ( 島をくり抜いて作った避難港 )

伊礼　正徳

潮平そのみ

伊禮　正隆

Minamidaito Island
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て
作
ら
れ
た
南
大
東
漁
港
、
西
側

に
は
定
期
船
が
接
岸
す
る
西
港
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
想
像
を
絶

す
る
港
湾
事
情
を
目
の
当
た
り
に

す
る
。
戦
後
は
伊
是
名
村
か
ら
の

移
住
者
も
多
く
今
で
も
そ
の
子
孫

の
方
々
が
島
の
未
来
、
発
展
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
感
動
を

受
け
ま
し
た
。
豊
年
祭
等
で
の
神

輿
の
奉
納
や
江
戸
相
撲
、
大
東
寿

司
な
ど
八
丈
島
文
化
と
沖
縄
文
化

を
融
合
し
な
が
ら
特
異
な
歴
史
や

自
然
、文
化
、産
業
を
持
ち
こ
れ
か

ら
も
発
展
を
目
指
す
南
大
東
村
は

ま
さ
に
開
拓
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の
島
だ

と
感
じ
た
今
回
の
視
察
で
し
た
。

準
で
上
位
に
位
置
す
る
こ
と
が
納

得
で
き
る
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
以
外
で

は
、か
ぼ
ち
ゃ
、パ
パ
イ
ヤ
の
生
産

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
輸
送
方
法

は
船
舶
と
な
っ
て
い
た
。
次
に
漁

業
に
お
い
て
は
、
断
崖
絶
壁
の
課

題
を
克
服
す
べ
く
、
島
を
く
り
ぬ

く
画
期
的
な
工
法
で
完
成
さ
せ
た

漁
港
整
備
が
功
を
奏
し
、
漁
獲
量

は
１
２
０
・
８
ト
ン
を
誇
る
そ
う

で
す
。
そ
の
出
荷
の
内
訳
は
、
島
内

30
・
３
ト
ン
、
島
外
90
・
５
ト
ン
。

島
が
断
崖
絶
壁
に
囲
ま
れ
、
し
か

も
周
囲
が
深
海
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
村
で
収
穫
さ
れ
る
魚

類
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
伺

え
ま
し
た
。

　

南
大
東
村
と
本
村
と
で
は
位
置

的
な
条
件
や
島
の
地
形
も
大
き
く

異
な
り
ま
す
が
、
両
村
と
も
島
の

特
徴
を
理
解
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
産
業
振
興
を
図
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。

　

そ
の
他
、
少
子
高
齢
化
問
題
や

環
境
問
題
、
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
同
様
の
課
題
が
あ
る
よ
う
で
、

そ
の
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
は

参
考
に
な
る
部
分
が
多
々
あ
り
、

大
き
な
収
穫
を
得
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

　

沖
縄
本
島
の
約
３
６
０
㎞
東

方
に
位
置
す
る
南
大
東
島
は

１
９
０
０（
明
治
33
）
年
に
八
丈

島
の
事
業
家
、
玉
置
半
右
衛
門

他
、
23
名
の
至
難
に
し
て
崇
高
な

開
拓
着
手
か
ら
今
年
で
１
２
４

年
を
迎
え
る
。
今
や
県
内
有
数

の
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
量（
収
穫
面

積
約
１
３
０
０
ha
最
高
生
産
量

11
万
５
千
ｔ
）
を
誇
り
、
ま
さ
に

砂
糖
の
島
と
い
え
る
と
と
も
に
沖

縄
県
の
中
で
も
高
所
得
の
自
治
体

で
あ
る
。
絶
海
の
孤
島
と
い
わ
れ

る
島
の
北
側
に
は
島
を
く
り
抜
い

南大東 - シュガートレイン
(S58 年まで島中を力強く走
り産業発展に大きく貢献 )

西港

上原　長良

南大東空港

大池

権蔵池

瓢箪池

●南大東村役場

●

●

●

南大東漁港

大池のオヒルギ群落

大東神社

村議会議場にて

気象台 ( 観測バルーン打上 )
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絶
海
の
孤
島
と
聞
い
て
い
た

が
、
ま
さ
に
サ
ン
ゴ
が
隆
起
し
て

出
来
た
断
崖
絶
壁
の
島
で
あ
っ

た
。
交
通
は
空
路
に
頼
っ
て
い
る
。

産
業
は
ほ
ぼ
一
次
産
業
中
心
で
あ

る
。
本
村
も
そ
う
だ
が
規
模
は
ち

が
う
、（
大
型
農
業
機
械
化
）
農
業

用
水
な
ど
は
厳
し
い
様
だ
。
今
は

観
光
産
業
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。
又
、
少
子
高
齢
化
は
深
刻
ら

し
く
婚
活
事
業
も
行
っ
て
い
く
ら

し
い
。
今
回
、南
大
東
島
を
視
察
し

て
、
同
じ
離
島
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

も
あ
る
、
島
に「
見
合
っ
た
こ
と
、

で
き
る
こ
と
」
を
よ
く
考
え
今
後

の
島
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
う
。

　

沖
縄
本
島
か
ら
東
方
海
上
約

３
６
０
km
に
位
置
し
、
基
幹
作
物

は
主
に
さ
と
う
き
び
で
、
そ
の
他

カ
ボ
チ
ャ
、
パ
パ
イ
ヤ
の
半
農
半

漁
の
島
で
あ
る
。

　
「
さ
と
う
き
び
は
島
を
守

り
、
島
は
国
土
を
守
る
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
島
を
挙
げ
て
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
期
収

穫
面
積
１
３
２
０
ha
、
収
穫
量

７
万
８
６
９
t
と
干
ば
つ
の
影

響
に
よ
り
例
年
よ
り
落
ち
込
ん
だ

が
、
生
産
農
家
の
努
力
に
よ
り
何

と
か
７
万
ト
ン
を
維
持
し
た
。
一

番
感
じ
た
の
は
１
生
産
農
家
の
収

穫
面
積
の
大
き
さ
を
聞
き
驚
き
を

感
じ
ま
し
た
。又
、日
本
初
と
な
る

島
を
く
り
ぬ
い
て
作
っ
た
避
難
港

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
簡
単
に
視
察
所
見
報
告

と
し
ま
す
。

　

南
大
東
村
の
空
港
に
到
着
し
た

ら
、
南
大
東
村
議
会
の
議
員
団
に

出
迎
え
て
頂
き
、
役
場
へ
移
動
後

は
村
長
よ
り
村
の
概
要
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
村
内
視
察
で
は
副
議

長
に
全
行
程
同
行
し
て
い
た
だ
き

東江　源也

前川　秀和

髙良　真伊

Minamidaito Island

研修の様子

離島それぞれの課題
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上
位
に
あ
り
、
村
長
の
分
析
で
は
、

「
年
配
者
で
も
仕
事
を
し
、
報
酬
を

得
て
い
る
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
本
村
も
仕
事
環
境
の
充
足
を

図
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

南
大
東
村
農
業
視
察
、
島
の
周

り
一
面
琉
球
石
灰
岩
に
囲
ま
れ
砂

浜
が
な
い
緑
に
覆
わ
れ
た
特
異
な

島
の
印
象
を
受
け
た
。
内
陸
は
見

渡
す
限
り
管
理
が
徹
底
さ
れ
た
サ

ト
ウ
キ
ビ
畑
が
広
が
り
、
サ
ト
ウ

キ
ビ
作
を
中
心
に
植
え
付
け
か
ら

収
穫
ま
で
す
べ
て
大
型
機
械
化
が

進
み
農
家
一
戸
当
た
り
の
平
均
経

営
規
模
面
積
が
１
５
０
０
０
坪
と

「
さ
と
う
き
び
が
島
を
守
る
」の
看

板
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
、以
下
、伊

是
名
村
と
の
比
較
資
料
を
添
付
し

所
感
と
し
ま
す
。

東江　清和

南大東村エコセンター
( 廃棄物処理最終施設最終処分場 )

南大東村クリーンセンター
( ゴミ焼却場 )

ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、南
大
東
村

議
員
、
全
員
が
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
初
め
て
の
南
大
東
村

で
し
た
が
、
本
村
の
先
輩
方
か
ら
、

南
大
東
村
は
お
も
て
な
し
が
す
ご

い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に

話
の
通
り
で
し
た
。
お
も
て
な
し

の
精
神
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

本
村
と
シ
マ
ン
チ
ュ
気
質
が
似
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
さ
と
う
き

び
畑
は
ほ
と
ん
ど
雑
草
が
生
え
て

い
な
く
、「
雑
草
が
生
え
る
前
に
草

を
絶
つ
」
と
い
う
格
言
は
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
廃
棄
物
処
理
、
ゴ

ミ
焼
却
場
見
学
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
ゴ
ミ
が
相
当
少
な
く
、

村
民
の
意
識
が
高
い
と
感
じ
ま
し

た
。
村
民
所
得
が
県
内
で
も
毎
年

区分 戸数
収穫面積

(ha)
平均面積

(ha)
収量
(t)

平均反数
(kg)

伊是名村
( 農林水産課 )

202 374 1.8 18,126 4,836

南大東村
( 産業課資料 )

264 1,320 5 70,869 5,367

さとうきび栽培生産実績（令和 5/6 年期、比較資料）

I z e n a  I s l a nd  & M i n a m id a i to  I s l a nd

星野洞
（鍾乳洞）
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勉
強
面
で
は
、
周
囲
の

レ
ベ
ル
が
高
い
と
感
じ
ま

し
た
が
、
自
身
の
ペ
ー
ス

を
つ
か
み
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
部
活
で
は
陸
上
部

に
入
部
。
１
０
０
メ
ー
ト

ル
走
選
手
と
し
て
活
動
。

技
術
に
も
意
識
を
向
け
な

が
ら
日
々
の
練
習
に
取
り

組
み
、
邁
進
し
て
い
ま
す
。

目
標
タ
イ
ム
は
11
秒
台
で

走
る
こ
と
で
す
。
思
い
出

は
１
年
生
の
時
に
、
ク
ラ

ス
対
抗
で
様
々
な
競
技
に

挑
戦
し
、
ク
ラ
ス
が
優
勝

し
た
こ
と
で
す
。
今
年
は

体
育
祭
が
あ
り
、
部
活
対

抗
リ
レ
ー
が
あ
る
の
で
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

卒
業
後
は
大
学
進
学
を

希
望
し
、
言
語
や
文
化
を

学
べ
る
学
校
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
へ「
自

分
の
興
味
や
目
標
に
合
っ

た
学
校
を
選
ぶ
こ
と
で
、

夢
を
実
現
す
る
手
助
け
に

な
る
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
す
。
パ
ン
や
ケ
ー
キ
、

マ
フ
ィ
ン
づ
く
り
な
ど
製

造
工
程
を
確
認
し
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

学
校
生
活
の
思
い
出

は
、
学
園
祭
で
カ
フ
ェ
を

開
店
し
た
こ
と
で
す
。
マ

フ
ィ
ン
を
製
造
し
て
販
売

し
た
と
こ
ろ
、
売
れ
ゆ
き

が
よ
く
、
ク
ラ
ス
で
決
め

た
目
標
の
売
上
額
を
達
成

で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な

喜
び
で
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
就
職
を
希

望
し
て
お
り
、
調
理
関
係

の
職
種
に
就
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
保
育
園

の
給
食
調
理
員
や
パ
ン
屋

さ
ん
で
働
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
へ「
資

格
や
検
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ほ
し
い
。
就
職
活
動

を
す
る
う
え
で
、
自
分
の

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
で

き
る
の
で
、
学
生
の
う
ち

に
、
将
来
を
見
据
え
て
、

夢
に
向
か
っ
て
積
極
的
に

進
む
こ
と
が
大
切
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

上
原
小
春
さ
ん
は
北

部
農
林
高
校
に
通
う
３
年

生
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら

お
菓
子
作
り
が
好
き
で
、

マ
フ
ィ
ン
や
ク
ッ
キ
ー
を

作
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
将
来
は
料
理
に
関
す

る
仕
事
に
就
く
こ
と
を
考

え
、
食
品
科
学
科
へ
の
進

学
を
決
め
ま
し
た
。

　

高
校
生
活
は
寮
生
活

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
新
生
活

は
不
安
と
寂
し
さ
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
休
み
の
た

び
に
島
に
帰
っ
て
い
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
他

の
離
島
か
ら
き
て
い
る
友

人
た
ち
と
仲
良
く
な
る
な

ど
、
徐
々
に
学
校
生
活
に

馴
染
ん
で
き
ま
し
た
。
学

習
面
で
は
食
品
の
専
門
的

な
知
識
や
、
技
術
を
学
び

　

ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
な
雰
囲

気
が
素
敵
な
濱
里
宥
夢
さ

ん
は
、
那
覇
高
校
に
通
う

２
年
生
で
す
。
姉
が
那
覇

高
校
に
在
学
し
て
い
た
影

響
で
、
那
覇
高
校
へ
の
進

学
を
決
め
ま
し
た
。

　

本
島
で
の
生
活
は
、
小

学
校
時
代
に
少
し
経
験
が

あ
っ
た
お
か
げ
で
、
特
に

不
安
は
感
じ
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
学
校
生
活
で
は

当
初
、
知
り
合
い
が
い
な

か
っ
た
も
の
の
、
同
じ
ク

ラ
ス
に
宮
古
島
出
身
者
が

い
て
、
離
島
か
ら
進
学
と

い
う
共
通
点
か
ら
自
然
に

仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
学
校

生
活
に
馴
染
む
こ
と
が
で

き
、
順
調
に
新
し
い
環
境

に
適
応
し
て
い
き
ま
し
た
。

編集後記

ザ・学生Ⅱ
vol.35

キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生を紹介
するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄県立北部農
林高等学校と沖縄県立那覇高等学校に通うお二人です。

沖
縄
県
立
北
部
農
林
高
等
学
校（
３
年
生
）

上う
え

原は
ら

　
小こ

春は
る

さ
ん

（
勢
理
客
）

沖
縄
県
立
那
覇
高
等
学
校（
２
年
生
）

濱は
ま

里ざ
と

　
宥ひ

ろ

夢ゆ
き

さ
ん

（
仲
田
）

　梅雨明け後は年間で最も快晴で澄んだ蒼空と言われる。そして暑さが
最も厳しい時節。▶７月上旬の南大東村の視察研修は真夏日であった。
全議員汗だくになりながらも研修に熱中した。今号は各議員の実りある研

修報告をまとめ掲載している。▶爽やかな「議会だより」が届けられるよう斬新な編集を心が
けています。皆様どうぞ体調にご留意されご自愛下さい。　　　 　広報常任委員　伊礼正徳

12伊是名村議会だより

■
 発

行
日

／
令

和
６

年
９

月
１

日

■
 発

　
行

／
広

報
常

任
委

員
会

〒
9

0
5

-0
6

9
5

 伊
是

名
村

字
仲

田
1

6
8

7
番

地
2

2
TE

L.0
9

8
0

-4
5

-2
0

0
3

FA
X
.0

9
8

0
-4

5
-2

3
8

6
伊

是
名

村
N

o
.1

8
3

 ■
 2

0
2
4

年
９

月


